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　１日目の座学では、教科書では学べ

ない実践的な内容や先生の豊富なご経

験に基づくお話を伺い、BLOF理論へ

の理解を一層深めることができま　　

した。

　後日、南阿蘇村の卒業生の畑に、１期生

から４期生までの生徒が集まり、土づくり

の改善や苗の定植作業を手伝いました。

　学校では有機野菜づくりの技術習得だけ

でなく、生徒同士の交流も大切にしていま

す。仲間をつくり、助け合いながら学ぶこ

とで、より充実した農業ライフを送れるよ

う心がけています。

　４月に苗づくりから始まった稲作活動

は、夏の間に成長を見守り、秋には仲間

と協力して稲刈りを行いました。

　その後、田んぼの秋処理も体験し、一

年を通じて稲作の流れを学ぶことができ

ました。

　苗づくりから収穫、そして管理までを

共に取り組むことで、農業の知識や技術

を磨くだけでなく、学びの場がより豊か

なものとなりました。

　２日目は小祝先生と共に、南阿蘇村

の生徒や卒業生の畑を視察しました。

リンゴやルバーブ、苺の栽培改善につ

いて指導をいただき、ミネラルや堆

肥、微生物による土づくりの重要性を

学びました。
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　９月の授業では、BLOF理論の提唱

者・小祝政明先生による講座を２日間に

わたり開催しました。

　生徒の皆さんは理論の背景や実践的な

技術について学び、農業への理解をさら

に深める機会となりました。

  11月23日（日）勤労感謝の日に、山

都町の本さつまや3階でORGANIC

SMILE第4回通常総会が開催され、来賓

として山都町の坂本靖也町長、熊本県有

機農業研究会の荒毛正浩理事長、熊本県

県央広域本部上益城地域振興局農業普及

振興課の城本一剛様、㈱コープ有機の日

高裕明専務取締役にご挨拶いただきまし

た。

 総会は、正会員28名中、実出席18名、

書面10名、委任1名で定足数を満たし、

適法に成立し18時に開会しました。議長

には本校第2期生で今年山都町で独立就

農した片野裕輔さんが選出され、2024

年度事業報告及び決算報告、2025年度

事業計画案及び予算案、役員選任案、役

員報酬案の４つの議案を審議し、全て満

場一致で承認され、19時15分に閉会ま

した。

　収穫したお米は後日持ち帰り、

自ら育てた味を確かめることがで

きました。自然の恵みと食のあり

がたさを改めて実感する機会とな

りました。

稲の収穫と

次の季節への準備
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　◎オープンスクール開催日◎

　2026年1月25日（日）13：00～
　2026年3月 8日（日）13：00～

　◎オンライン説明会開催日◎

　2026年1月30日（金）19：30～

　2026年2月27日（金）19：30～
　2026年3月27日（金）19：30～
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ORGANIC SMILE 第4回 通常総会報告

　役員選任案は谷藤理事退任に伴い岸寛

理事が新たに就任しました。岸寛理事

は、2021年の設立～2023年まで事務局

を務めて頂いた実績があります。事務局

退任後も理事会や運営委員会にオブザー

バーとして参加し、継続してORGANIC

SMILEを支えて頂いています。

 2024年度は第3期生10名が卒業し、第

4期生16名が入学しました。土壌医検定

講座や圃場実習を充実させ、熊本県農業

コンクールの地域農力部門において、優

良賞とグリーン農業賞を受賞、また、農

水省の「未来につながる持続可能な農業

コンクール」に熊本県からの推薦候補に

なるなど、有機農業者を育成する活動の

認知が広がっています。今後もBLOF理

論を軸に有機農業普及と担い手育成を進

め、地域と全国に発信して行きます。

　正会員、パートナー会員、フレンド会

員の皆様のご支援に感謝し、更なる活動

の充実を目指します。



　私は今年、熊本県山都町で新規就農し、ピーマン・カブ・

ミニ大根を栽培しています。

　もともとは東京で働いており、まさか自分が農家になると

は思ってもいませんでした。

　そんな私が農業の道に進むきっかけとなったのは、東京で

開催された農業イベント。そこで出会ったのが、現在のオー

ガニックスマイル校長・鳥越靖基さんでした。

『東京から熊本へ― 農業との出会い』

第2期卒業生　片野 祐輔さん

第4期生（現在研修中）　小松哲太さん 

　20歳から約10年間、関東で生活してい

ましたが、30歳を迎えるにあたり「環境を

大きく変えたい」という気持ちが強くなり

ました。そんな時、幼なじみの友人から

「一緒に山都町で農業をやってみないか」

と誘われたことがきっかけで移住を決意。

現在は山都町で農業に携わる日々を送って

います。

　それまでの農業には「大雑把にやっても

できる」というイメージがありました。し

かし、オーガニックスマイルでBLOF理論

を初めて学んだとき、「農業ってこんなに

自然の力や科学的な仕組みを活かすものな

んだ」と驚きました。理論に基づいた奥深

さを知ってからは、農業に対する見方が大

きく変わりました。

 『山都町

から広げたい

 農業の魅力』

『農業のイメージが

　　　　　変わった瞬間』

所在地： 熊本県上益城郡山都町北中島2850-6

サイト： https://organic-smile.org/

問い合わせ： mail@organic-smile.org

[企画・編集] ORGANIC SMILE 事務局

　当初は農業に特別な関心もな

く、ただ靖基さんのエネルギッ

シュな姿に惹かれ、「楽しそう」

「面白そう」という気持ちだけ

でした。

　その後、靖基さんに背中を押

していただき、農業研修を受け

るため熊本への移住を決意。

　オーガニックスマイルへの入

学も、もちろん靖基さんの紹介

がきっかけでした。

『農業への第一歩と

　　　入学の決意』

卒業生（２期生）　

片野祐輔さん　

　オーガニックスマイルの魅力

は、授業内容の濃さだけでなく、

講師の方々の熱量の高さ。

　本気で農業を学びたい人にとっ

て、これ以上ない最高の環境で

す。

　さらに、就農後も困ったことが

あれば気軽に相談できるサポート

体制も大きな魅力です。

　最後に、私は「農家の形は人そ

れぞれ」だと思っています。

専業農家、兼業農家、家庭菜園ー

ーどんな形であっても、みんな

“農家”。

　そんな仲間が一人でも増えてく

れたら、とても嬉しく思います。

4期生

　小松哲太さん

　入学当初は、授業で聞く言葉がすべて初めてで理

解よりも「まず調べる」毎日。それでも「意味はわ

からないけれど面白い」「なんかすごい」と感じる

瞬間が多くありました。研修現場での体験と学校で

の学びが少しずつつながり、農業への熱が芽生えま

した。「これはどうしたらいいんだろう？」と常に

考えるようになり、授業中も質問が止まらないほ

ど。毎月の授業が楽しみで、次はどんな話が聞ける

のだろうとワクワクしていました。

有機の学校ORGANIC SMILE 卒業生へのインタビュー！

『 “ど素人”　

　から芽生えた農業への熱』

『農家の形は

　　　　人それぞれ』

　学んだ知識と経験を活かしながら、山

都町での暮らしや農業の魅力をもっと広

めていきたい。地域に根ざしながら、未

来へつながる農業を築いていくことが私

の目標です。

『仲間の誘いから始まった

　　　　移住ストーリー』
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